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学校番号 
２０１ 

 

令和５年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語表現Ⅱ 2 第 3 学年 

教科書：EMPOWER ENGLISH 

EXPRESSION  Ⅱ（桐原書店） 

副教材：EMPOWER ENGLISH 

EXPRESSION Ⅱ WORKBOOK

（ 桐 原 書 店 ）、 総 合 英 語

FACTBOOK これからの英文法（桐

原書店）、Bright Stage 英文法・語

法問題（桐原書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 ・予習時：自分で問いについて考え、不明な語句や表現を調べ、その答えや考え・疑問点とともに根拠（理

由）も明確にしておくことが大切です。 

 ・授業時：予習してきた自分の答えや考え・疑問点などをクラス全体で共有し、答えだけでなく、その根

拠（理由）も確認します。ペアやグループで行う活動もたくさんあるので、積極的に取り組み

ましょう。 

 ・復習時：授業内容を思い出して整理することで、定着率が上がり、次の授業や学習につながります。 

ワークブックの問題を解き、教科書とは語句が異なっても文法知識を基に正しい英文が書ける 

か、確認しましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第3学年】履修科目：「英語総合」（３単位）、「英語表現Ⅱ」（２単位）、 

「英語演習B」（2単位・選択）、「英語演習C」（２単位・選択） 
主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容

に関連した別教材、副教材 

話すこと  書くこと  聞くこと  読むこと  

学習到達目標 学習到達目標 学習到達目標 学習到達目標 

◆◆身近なトピックに関して、

わずかな時間の準備で、１分程

度のスピーチができる。その際

には具体的な理由を添えて自

分の意見を述べることができ

る。 

 

◆複数の段落で、序論・本論・

結論を意識して、時間をかけた

修正を経て、自分の意見をわか

りやすく書くことができる。 

◇◆興味のあるテーマや社会

的なトピックに関して、読んだ

り聞いたりした内容の要点を

文章で書くことができる。 

◇自然な速さで話される観光

地での説明やガイドなどのア

ナウンスを聞いて、大切なポイ

ントをもらさず概要を把握す

ることができる。 

◇はっきりと話されれば、身近

なトピックについての短いニ

ュースの要点を聞き取ること

ができる。 

◇まとまりのある英文を後戻

りすることなく一定時間内に

読み、各段落のトピック、サポ

ート、例示、詳細などを押さえ

ながら、全体の要旨を理解する

ことができる。 

◇難しい部分を読み返すなど

しながら、よく知っている分野

の説明書や記事などを詳しく

理解することができる。 

科目・評価 科目・評価 科目・評価 科目・評価 

英語総合・英語演習 C（選択）：

定期考査・授業態度・小テスト 

英語表現・英語総合・英語演習

B（選択）・英語演習 C（選択）：

定期考査・授業態度・小テスト 

英語総合・英語演習 B（選択）・ 

英語演習 C（選択）： 

定期考査・授業態度・小テスト 

英語総合・英語演習 B（選択）・ 

英語演習 C（選択）： 

定期考査・授業態度・小テスト 



2 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 
関心・意欲・態度 

外国語表現の能力 外国語理解の能力 
言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関

心を持ち、積極的に言語活

動を行い、コミュケーショ

ンを図ろうとしているか

を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DOリストによる「話

すこと」と「書くこと」の

到達目標を的確に評価で

きる方法で実施。 

CAN-DOリストによる「聞

くこと」と「読むこと」の

到達目標を的確に評価で

きる方法で実施。 

英語やその運用について

の知識を身につけている

とともに、その背景にある

文化などを理解している

かどうかを的確に評価で

きる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 2 

Writing a 

Paragraph 

 

Lesson 1 

(4) 

・「時間の順序」を示

すパラグラフの構

成・書き方を学ぶ 

 

 

・「時間の順序」を示

すパラグラフで用い

られるつなぎの言

葉・表現 

 

-時を表す前置詞、 

前置詞、接続詞、 

その他のつなぎの言葉 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、互いに

協力しながら会話や議論

を続け、適切な表現（解

答）を見出す。 

・モデルの英文を聞き

ながら、必要な情報

をメモし、それを参

考にしながらペアや

グループで伝え合

う。 

・自分が理解した内容

を相手に伝え、また

相手の理解も確認で

きるように工夫して

行う。 

・ペアワークやグルー

プワークにおいて、

互いに協力しなが

ら、積極的に会話を

続けている。 

・テーマや問題になっ

ていることについ

て、自分の理解や意

見をお互い相手に伝

えようとする態度が

はっきりとわかる。 

・ペアワーク

等での言語

活動の観察 

・ペアワーク

等でメモし

た内容 

「外国語表現の能力」 

・学んだ表現を活用し、

与えられたテーマにつ

いて 80 語程度のパラ

グラフを書く。 

・書いた英文をペアやグ

ループの相手に発表

し、アドバイス等を受

けてより良いパラグラ

フに改善する。 

・学んだそれぞれの表

現をできるだけ多く

活用し、与えられた

テーマで 80 語程度

のパラグラフを書

く。 

・書いた英文をパート

ナーやグループの相

手に発表する。 

・相手の発表について

質問やアドバイスを

する。 

・学んだ展開や表現を

適切に使用し、テー

マに沿った内容を 1

つのパラグラフにま

とめて伝えることが

できる。 

・相手のパラグラフに

関して適切な質問が

でき、相手に伝わっ

ている。 

・相手からの質問に適

切に答えられてい

る。 

・定期考査 

・小テスト 

・ペアワーク等

での言語活

動の観察 

「外国語理解の能力」 

・100 語程度の「時間の

順序」を示すパラグラ

フを読み、その構成を

理解する。 

・「時間の順序」を示す

パラグラフで用いられ

る表現の使い方を理解

する。 

・100 語程度の「時間

の順序」を示すパラ

グラフを読み、その

構成を理解し、さら

にパラグラフで用い

られる表現の使い方

を理解し、文章を読

んだり聞き取ったり

する。 

・モデルや相手の英文

を読んだり聞いたり

して必要な情報を適

切に書きとめてい

る。また把握しきれ

ない際は前後関係か

ら内容を推測し、理

解する事ができる。 

・相手の質問を理解で

きる。 

・定期考査 

・小テスト 

・ペアワーク等

での言語活

動の観察 

・ペアワーク等

でメモした

内容 

「言語や文化についての知識・理解」 

日本や海外の歴史的 

文化や歴史的人物に 

ついて論じる上で必 

要な語彙や表現、さ 

らにその背景知識を 

学ぶ。 

・教科書の Study 

Points や Check, 

Practice, Task 等を

使ってそれぞれの構

成や展開、骨組みと

なる表現を活用した

英文を読み、書き、

話し、聞き取る。 

・テーマに沿って表現

する際に必要な語彙

や表現、および背景

知識を理解できる。 

・初見の英文において

論理的に展開する

様々な表現を理解す

ることができる。 

・状況に応じ適切な展

開や表現を用い表現

したい内容の英文を

書くことができる。 

・定期考査 

・小テスト 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 2 

Writing a 

Paragraph 

 

Lesson 2 

(4) 

・「分類」を示すパラ

グラフの構成・書き

方を学ぶ 

 

 

・「分類」を示すパラ

グラフで用いられる

つなぎの言葉・表現 

 

-Topic sentence で用い

られる表現 

-それぞれの種類を示

す表現 

-それぞれの種類の例

を示す表現 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、互いに

協力しながら会話や議論

を続け、適切な表現（解

答）を見出す。 

・モデルの英文を聞き

ながら、必要な情報

をメモし、それを参

考にしながらペアや

グループで伝え合

う。 

・自分が理解した内容

を相手に伝え、また

相手の理解も確認で

きるように工夫して

行う。 

・ペアワークやグルー

プワークにおいて、

互いに協力しなが

ら、積極的に会話を

続けている。 

・テーマや問題になっ

ていることについ

て、自分の理解や意

見をお互い相手に伝

えようとする態度が

はっきりとわかる。 

・ペアワーク

等での言語

活動の観察 

・ペアワーク

等でメモし

た内容 

「外国語表現の能力」 

・学んだ表現を活用し、

与えられたテーマにつ

いて 80 語程度のパラ

グラフを書く。 

・書いた英文をペアやグ

ループの相手に発表

し、アドバイス等を受

けてより良いパラグラ

フに改善する。 

・学んだそれぞれの表

現をできるだけ多く

活用し、与えられた

テーマで 80 語程度

のパラグラフを書

く。 

・書いた英文をパート

ナーやグループの相

手に発表する。 

・相手の発表について

質問やアドバイスを

する。 

・学んだ展開や表現を

適切に使用し、テー

マに沿った内容を 1

つのパラグラフにま

とめて伝えることが

できる。 

・相手のパラグラフに

関して適切な質問が

でき、相手に伝わっ

ている。 

・相手からの質問に適

切に答えられてい

る。 

・定期考査 

・小テスト 

・ペアワーク等

での言語活

動の観察 

「外国語理解の能力」 

・100 語程度の「分類」

を示すパラグラフを読

み、その構成を理解す

る。 

・「分類」を示すパラグ

ラフで用いられる表現

の使い方を理解する。 

・100 語程度の「分

類」を示すパラグラ

フを読み、その構成

を理解し、さらにパ

ラグラフで用いられ

る表現の使い方を理

解し、文章を読んだ

り聞き取ったりす

る。 

・モデルや相手の英文

を読んだり聞いたり

して必要な情報を適

切に書きとめてい

る。また把握しきれ

ない際は前後関係か

ら内容を推測し、理

解する事ができる。 

・相手の質問を理解で

きる。 

・定期考査 

・小テスト 

・ペアワーク等

での言語活

動の観察 

・ペアワーク等

でメモした

内容 

「言語や文化についての知識・理解」 

日本や海外の音楽、映画 

料理について論じる上で 

必要な語彙や表現、さら 

にその背景知識を学ぶ。 

・教科書の Study 

Points や Check, 

Practice, Task 等を

使ってそれぞれの構

成や展開、骨組みと

なる表現を活用した

英文を読み、書き、

話し、聞き取る。 

・テーマに沿って表現

する際に必要な語彙

や表現、および背景

知識を理解できる。 

・初見の英文において

論理的に展開する

様々な表現を理解す

ることができる。 

・状況に応じ適切な展

開や表現を用い表現

したい内容の英文を

書くことができる。 

・定期考査 

・小テスト 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 2 

Writing a 

Paragraph 

 

Lesson 3 

(4) 

・「比較・対照」を示

すパラグラフの構

成・書き方を学ぶ 

 

 

・「比較・対照」を示

すパラグラフで用い

られるつなぎの言

葉・表現 

 

-Topic sentence で用い

られる表現 

-文をつなぐ表現 

-節をつなぐ表現 

-呼応表現 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、互いに

協力しながら会話や議論

を続け、適切な表現（解

答）を見出す。 

・モデルの英文を聞き

ながら、必要な情報

をメモし、それを参

考にしながらペアや

グループで伝え合

う。 

・自分が理解した内容

を相手に伝え、また

相手の理解も確認で

きるように工夫して

行う。 

・ペアワークやグルー

プワークにおいて、

互いに協力しなが

ら、積極的に会話を

続けている。 

・テーマや問題になっ

ていることについ

て、自分の理解や意

見をお互い相手に伝

えようとする態度が

はっきりとわかる。 

・ペアワーク

等での言語

活動の観察 

・ペアワーク

等でメモし

た内容 

「外国語表現の能力」 

・学んだ表現を活用し、

与えられたテーマにつ

いて 80 語程度のパラ

グラフを書く。 

・書いた英文をペアやグ

ループの相手に発表

し、アドバイス等を受

けてより良いパラグラ

フに改善する。 

・学んだそれぞれの表

現をできるだけ多く

活用し、与えられた

テーマで 80 語程度

のパラグラフを書

く。 

・書いた英文をパート

ナーやグループの相

手に発表する。 

・相手の発表について

質問やアドバイスを

する。 

・学んだ展開や表現を

適切に使用し、テー

マに沿った内容を 1

つのパラグラフにま

とめて伝えることが

できる。 

・相手のパラグラフに

関して適切な質問が

でき、相手に伝わっ

ている。 

・相手からの質問に適

切に答えられてい

る。 

・定期考査 

・小テスト 

・ペアワーク等

での言語活

動の観察 

「外国語理解の能力」 

・100 語程度の「比較・

対照」を示すパラグラ

フを読み、その構成を

理解する。 

・「比較・対照」を示す

パラグラフで用いられ

る表現の使い方を理解

する。 

・100 語程度の「比

較・対照」を示すパ

ラグラフを読み、そ

の構成を理解し、さ

らにパラグラフで用

いられる表現の使い

方を理解し、文章を

読んだり聞き取った

りする。 

・モデルや相手の英文

を読んだり聞いたり

して必要な情報を適

切に書きとめてい

る。また把握しきれ

ない際は前後関係か

ら内容を推測し、理

解する事ができる。 

・相手の質問を理解で

きる。 

・定期考査 

・小テスト 

・ペアワーク等

での言語活

動の観察 

・ペアワーク等

でメモした

内容 

「言語や文化についての知識・理解」 

日本や海外の国や都市、 

料理などについて、それ 

らの差異を論じる上で必 

要な語彙や表現、さらに 

その背景知識を学ぶ。 

・教科書の Study 

Points や Check, 

Practice, Task 等を

使ってそれぞれの構

成や展開、骨組みと

なる表現を活用した

英文を読み、書き、

話し、聞き取る。 

・テーマに沿って表現

する際に必要な語彙

や表現、および背景

知識を理解できる。 

・初見の英文において

論理的に展開する

様々な表現を理解す

ることができる。 

・状況に応じ適切な展

開や表現を用い表現

したい内容の英文を

書くことができる。 

・定期考査 

・小テスト 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 2 

Writing a 

Paragraph 

 

Lesson 4 

(4) 

・「原因(理由)・結果」

を示すパラグラフの

構成・書き方を学ぶ 

 

 

・「原因(理由)・結果」

を示すパラグラフで

用いられるつなぎの

言葉・表現 

 

-Topic sentence で用い

られる表現 

-原因(理由)を説明する

ときに用いられるつな

ぎ言葉・表現 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、互いに

協力しながら会話や議論

を続け、適切な表現（解

答）を見出す。 

・モデルの英文を聞き

ながら、必要な情報

をメモし、それを参

考にしながらペアや

グループで伝え合

う。 

・自分が理解した内容

を相手に伝え、また

相手の理解も確認で

きるように工夫して

行う。 

・ペアワークやグルー

プワークにおいて、

互いに協力しなが

ら、積極的に会話を

続けている。 

・テーマや問題になっ

ていることについ

て、自分の理解や意

見をお互い相手に伝

えようとする態度が

はっきりとわかる。 

・ペアワーク

等での言語

活動の観察 

・ペアワーク

等でメモし

た内容 

「外国語表現の能力」 

・学んだ表現を活用し、

与えられたテーマにつ

いて 80 語程度のパラ

グラフを書く。 

・書いた英文をペアやグ

ループの相手に発表

し、アドバイス等を受

けてより良いパラグラ

フに改善する。 

・学んだそれぞれの表

現をできるだけ多く

活用し、与えられた

テーマで 80 語程度

のパラグラフを書

く。 

・書いた英文をパート

ナーやグループの相

手に発表する。 

・相手の発表について

質問やアドバイスを

する。 

・学んだ展開や表現を

適切に使用し、テー

マに沿った内容を 1

つのパラグラフにま

とめて伝えることが

できる。 

・相手のパラグラフに

関して適切な質問が

でき、相手に伝わっ

ている。 

・相手からの質問に適

切に答えられてい

る。 

・定期考査 

・小テスト 

・ペアワーク等

での言語活

動の観察 

「外国語理解の能力」 

・100 語程度の「原因

(理由)・結果」を示す

パラグラフを読み、そ

の構成を理解する。 

・「原因(理由)・結果」

を示すパラグラフで用

いられる表現の使い方

を理解する。 

・100 語程度の「原因

(理由)・結果」を示

すパラグラフを読

み、その構成を理解

し、さらにパラグラ

フで用いられる表現

の使い方を理解し、

文章を読んだり聞き

取ったりする。 

・モデルや相手の英文

を読んだり聞いたり

して必要な情報を適

切に書きとめてい

る。また把握しきれ

ない際は前後関係か

ら内容を推測し、理

解する事ができる。 

・相手の質問を理解で

きる。 

・定期考査 

・小テスト 

・ペアワーク等

での言語活

動の観察 

・ペアワーク等

でメモした

内容 

「言語や文化についての知識・理解」 

日本や海外で普及してい 

るスポーツや、世界中に 

普及しているスマートフ 

ォンについてその理由を 

論じる 

上で必要な語彙や表現、 

さらにその背景知識を学 

ぶ。 

・教科書の Study 

Points や Check, 

Practice, Task 等を

使ってそれぞれの構

成や展開、骨組みと

なる表現を活用した

英文を読み、書き、

話し、聞き取る。 

・テーマに沿って表現

する際に必要な語彙

や表現、および背景

知識を理解できる。 

・初見の英文において

論理的に展開する

様々な表現を理解す

ることができる。 

・状況に応じ適切な展

開や表現を用い表現

したい内容の英文を

書くことができる。 

・定期考査 

・小テスト 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 2 

Writing a 

Paragraph 

 

Lesson 5 

(4) 

・「意見・主張」を示

すパラグラフの構

成・書き方を学ぶ 

 

 

・「意見・主張」を示

すパラグラフで用い

られるつなぎの言

葉・表現 

 

-Topic sentence で自分

の意見を述べる 

-賛成[反対]を表す 

-理由を順序良く述べ

る 

-根拠の出所を示す 

-助動詞を有効に使う 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、互いに

協力しながら会話や議論

を続け、適切な表現（解

答）を見出す。 

・モデルの英文を聞き

ながら、必要な情報

をメモし、それを参

考にしながらペアや

グループで伝え合

う。 

・自分が理解した内容

を相手に伝え、また

相手の理解も確認で

きるように工夫して

行う。 

・ペアワークやグルー

プワークにおいて、

互いに協力しなが

ら、積極的に会話を

続けている。 

・テーマや問題になっ

ていることについ

て、自分の理解や意

見をお互い相手に伝

えようとする態度が

はっきりとわかる。 

・ペアワーク

等での言語

活動の観察 

・ペアワーク

等でメモし

た内容 

「外国語表現の能力」 

・学んだ表現を活用し、

与えられたテーマにつ

いて 80 語程度のパラ

グラフを書く。 

・書いた英文をペアやグ

ループの相手に発表

し、アドバイス等を受

けてより良いパラグラ

フに改善する。 

・学んだそれぞれの表

現をできるだけ多く

活用し、与えられた

テーマで 80 語程度

のパラグラフを書

く。 

・書いた英文をパート

ナーやグループの相

手に発表する。 

・相手の発表について

質問やアドバイスを

する。 

・学んだ展開や表現を

適切に使用し、テー

マに沿った内容を 1

つのパラグラフにま

とめて伝えることが

できる。 

・相手のパラグラフに

関して適切な質問が

でき、相手に伝わっ

ている。 

・相手からの質問に適

切に答えられてい

る。 

・定期考査 

・小テスト 

・ペアワーク等

での言語活

動の観察 

「外国語理解の能力」 

・100 語程度の「意見・

主張」を示すパラグラ

フを読み、その構成を

理解する。 

・「意見・主張」を示す

パラグラフで用いられ

る表現の使い方を理解

する。 

・100 語程度の「意

見・主張」を示すパ

ラグラフを読み、そ

の構成を理解し、さ

らにパラグラフで用

いられる表現の使い

方を理解し、文章を

読んだり聞き取った

りする。 

・モデルや相手の英文

を読んだり聞いたり

して必要な情報を適

切に書きとめてい

る。また把握しきれ

ない際は前後関係か

ら内容を推測し、理

解する事ができる。 

・相手の質問を理解で

きる。 

・定期考査 

・小テスト 

・ペアワーク等

での言語活

動の観察 

・ペアワーク等

でメモした

内容 

「言語や文化についての知識・理解」 

ゴミの問題の解決策、英 

語の映画を見ることの英 

語学習への有効性、ボラ 

ンティア活動を学校教育 

導入する必要性に是非に 

ついてその理由を示しつ 

つ論じる 

その際に必要な語彙や表 

現、さらに意見の根拠と 

しての背景知識を学 

ぶ。 

・教科書の Study 

Points や Check, 

Practice, Task 等を

使ってそれぞれの構

成や展開、骨組みと

なる表現を活用した

英文を読み、書き、

話し、聞き取る。 

・テーマに沿って表現

する際に必要な語彙

や表現、および背景

知識を理解できる。 

・初見の英文において

論理的に展開する

様々な表現を理解す

ることができる。 

・状況に応じ適切な展

開や表現を用い表現

したい内容の英文を

書くことができる。 

・定期考査 

・小テスト 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 3 

Speaking 

 

Lesson 1 

Small 

Talk 

(2) 

・スモール・トーク 

 

・スモール・トーク

の構成 

 

・スモール・トーク

に用いる言葉・表現 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークやグループ

ワークにおいて、互いに

協力しながら会話を続け

る。 

・モデルの英文を聞き

ながら、必要な情報

をメモし、それを参

考にしながらペアや

グループで伝え合

う。 

・自分が理解した内容

を相手に伝え、また

相手の理解も確認で

きるように工夫して

行う。 

・ペアワークやグルー

プワークにおいて、

互いに協力しなが

ら、積極的に会話を

続けている。 

 

・ペアワーク

等での言語

活動の観察 

・ペアワーク

等でメモし

た内容 

「外国語表現の能力」 

・学んだ表現を活用し、

与えられたテーマにつ

いてペア・グループで

互いに協力をしながら

会話を続ける。 

 

・相手の話を聞いてい

る事を示す反応をす

る。 

・聞かれたことと同じ 

質問を返して、相手 

のことを尋ねる。 

・wh- question で相

手の応答を引き出

す。 

・学んだ展開や表現を

適切に使用し、テー

マに沿った内容で対

話ができる。 

・相手の発話に関して

適切な質問ができ、

質問の内容が相手に

伝わっている。 

・相手からの質問に適

切に答えられてい

る。 

・定期考査 

・小テスト 

・ペアワーク等

での言語活

動の観察 

「外国語理解の能力」 

・学んだ表現を活用し、

与えられたテーマにつ

いてペア・グループで 

相手の話の内容に反応 

を示しながら互いに協 

力をしながら会話を続 

ける。 

 

・相手の話の内容に対 

して感情を込めた反 

応をする。 

・follow-up questions

をする。 

・相手の話を聞き、必

要な情報を適切に書

きとめている。また

把握しきれない際は

前後関係から内容を

推測し、理解する事

ができる。 

・相手の質問の内容を

理解できる。 

・定期考査 

・小テスト 

・ペアワーク等

での言語活

動の観察 

・ペアワーク等

でメモした

内容 

「言語や文化についての知識・理解」 

スモール・トークで使わ 

れる表現を理解する。 

 

・教科書の Practice, 

Task 等を使ってそ

れぞれの表現につい

て正しい表現を読

み、書き、話し、 

 聞き取る。 

・相手の話、およびそ

の背景知識を理解で

きる。 

・状況に応じ適切な展

開や表現を用い表現

したい内容の対話が

できる。 

・定期考査 

・小テスト 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 3 

 

Lesson 2 

Recitation 

& Speech 

(5) 

・レシテーション＆

スピーチ 

 

 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークやグループ

ワークで、互いに協力し

ながらレシテーションの

手法を学ぶ。 

・モデルのスピーチを

聞き、必要な情報を

メモし、それを参考

にしながらペアやグ

ループで伝えあう。 

 

・レシテーションの手

法に注意しながらス

ピーチを行う。 

・パートナーやグルー

プのメンバーのレシ

テーションを評価

し、アドバイスをす

る。 

・ペアワーク

等での言語

活動の観察 

・ペアワーク

等でメモし

た内容 

「外国語表現の能力」 

・キング牧師のスピーチ

を題材にしてペア・グ

ループで互いに協力を

しながらレシテーショ

ンの手法を学ぶ。 

 

・レシテーションの手法

を用いて自分の夢につ

いて語るスピーチを行

う。 

・アイコンタクト、

声、発音、姿勢・表

情に注意しながらス

ピーチを行う。 

 

・スピーチの内容に照

らして、アイコンタ

クト、声、発音、姿

勢・表情が適切であ

る。 

・定期考査 

・小テスト 

・ペアワーク等

での言語活

動の観察 

「外国語理解の能力」 

・スピーチのレシテーシ

ョンを、ペア・グルー

プ単位で行う。相手の

レシテーションの評価

を示しながら互いに協

力をしながら会話を続

ける。 

 

・スピーチ原稿の内容

に即して音の強弱・

繰り返しのリズム・

リンキング、対比語

の強調、ポーズなど

に注意しながらスピ

ーチを行う。 

・音の強弱・繰り返し

のリズム・リンキン

グ、対比語の強調、

ポーズなどがスピー

チ原稿の内容に照ら

し適切である。 

・他の生徒のスピーチ

評価ができている。 

・定期考査 

・小テスト 

・ペアワーク等

での言語活

動の観察 

・ペアワーク等

でメモした

内容 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現行の内容に適した声

の調子、姿勢、表情で 

 の話し方を学ぶ 

・強弱のリズム、音のつ

ながり、対比、ポーズ

などの発音に注意する

話し方を学ぶ。 

・Model speech の内

容を正しく理解して

レシテーションをす

る。 

・Make a Speech で

正しい表現を使って

speech を作成すし

発表する。 

・相手の話、およびそ

の背景知識を理解で

きる。 

・状況に応じ適切な展

開や表現を用い表現

したい内容が示され

ている。 

・定期考査 

・小テスト 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 3 

 

Lesson 3 

Presentation 

(5) 

・プレゼンテーシ

ョン 

 

 

・プレゼンテーシ

ョンに使われる

表現 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークやグループ

ワークで、互いに協力し

ながらプレゼンテーショ

ンの構成を学ぶ。 

 

・プレゼンテーションに

使われる視聴覚資料につ

いて学ぶ。 

・モデルプレゼンテ

ーションを聞き、

必要な情報をメモ

し、それを参考に

しながらペアやグ

ループで伝えあ

う。 

 

・アイコンタクト、

声、発音、姿勢・

表情に注意しなが

らプレゼンテーシ

ョンを行う。 

・パートナーやグル

ープのメンバーの

レシテーションを

評価し、アドバイ

スをする。 

・ペアワーク

等での言語

活動の観察 

・ペアワーク

等でメモし

た内容 

「外国語表現の能力」 

・日本への観光客を増や

すための方法を提案する

プレゼンテーションをグ

ループで互いに協力をし

ながら作成する。 

・文字だけではなく図表 

を使う提示資料を説明 

する英語表現を学ぶ 

・アイコンタクト、

声、発音、姿勢・

表情に注意しなが

らプレゼンテーシ

ョンを行う。 

・提示資料に用いる

素材の英語を咀嚼

し、簡潔にまとめ

る方法を学ぶ。 

・アイコンタクト、

声、発音、姿勢・

表情が適切であ

る。 

・発表のテーマに沿

った資料を簡潔な

表現で提示してい

る。 

・ペアワーク

等での言語

活動の観察 

「外国語理解の能力」 

・原稿の内容に即した、

声の調子、姿勢、表情を

用いた話し方を学ぶ。 

 

・プレゼンテーションで

説明される英語の数量表

現を理解する。 

 

 

・内容に即して音の

強弱・繰り返しの

リズム・リンキン

グ、対比語の強

調、ポーズ、資料

の提示方法などに

注意しながらプレ

ゼンテーションを

行う。 

・音の強弱・繰り返

しのリズム・リン

キング、対比語の

強調、ポーズ、資

料提示が内容に即

している。 

・他の生徒のプレゼ

ンテーション評価

ができている。 

・ペアワーク

等での言語

活動の観察 

・ペアワーク

等でメモし

た内容 

「言語や文化についての知識・理解」 

・強弱のリズム、音のつ

ながり、対比、ポーズ

などの発音に注意する

話し方を学ぶ。 

・教科書の Check

のプロセスに従っ

て内容や delivery

に注意する。 

・発表の内容、およ

びその背景知識を

理解できる。 

・状況に応じ適切な

展開や表現を用い

た説明がされてい

る。 

・定期考査 

・小テスト 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 3 

 

Lesson 4 

Discussion 

(5) 

・ディスカッショ

ン 

 

 

・ディスカッショ

ンの 

流れ 

 

・ディスカッショ

ン 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・グループワークで、互

いに協力しながらディス

カッションのすすめ方・

議論の深め方を学ぶ。 

 

・モデルディスカッ

ションを聞き、必

要な情報をメモ

し、それを参考に

しながらペアやグ

ループでどのよう

な展開をして議論

をすすめるか考え

る。 

・積極的に議論に参

加することができ

る。 

・他の参加者の意見

を聞こうとする協

調的な態度を示す

ことができる。 

・グループのメンバ

ーを評価し、アド

バイスできる。 

・グループワ

ーク等での

言語活動の

観察 

・グループワ

ーク等でメ

モした内容 

「外国語表現の能力」 

・自分の意見が相手に理

解されるように明確に理

解される表現を使う。 

・説得力のある理由や具 

体例を相手が理解でき 

る表現を用いて示す。 

・ディスカッションに用 

 いられる英語表現の使 

い方を学ぶ。 

・アイコンタクト、

声、発音、姿勢や

話す速度などに注

意しながら意見を

示す。 

・具体例や理由を示

す英語を、簡潔に

まとめ、提示する

方法を学ぶ。 

・アイコンタクト、

声、発音、姿勢・

話す速度などに注

意して話してい

る。 

・簡潔な表現で理由

や具体例を示して

いる。 

・グループワ

ーク等での

言語活動の

観察 

「外国語理解の能力」 

・他の参加者の意見や提

示された具体例や資料を

理解できる。 

・自分の意見の根拠とな

る理由や具体例となる資

料の英語が理解できる。 

・他の参加者の意見

や資料を理解し、

それを踏まえて自

分の意見を述べ

る。 

・他の参加者の意見

や資料に関しての

質問をする。 

・他の参加者の意見

や資料を理解し、

自分の意見に反映

させている。 

・グループワ

ーク等での

言語活動の

観察 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英語によるディスカッ

ションの流れと日本語

による議論のやり方の

違いを理解する。 

 

・教科書の Check

に沿って、英語に

よるディスカッシ

ョンの流れを理解

する。 

 

・英語のディスカッ

ションの流れを理

解し、その流れに

基づいて行ってい

る。 

 

・グループワ

ーク等での

言語活動の

観察 

・グループワ

ーク等でメ

モした内容 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part 3 

 

Lesson 5 

Debate 

(5) 

・ディベートとは 

 

・ディベートの 

構成員 

 

 

・ディベートの 

流れ 

 

・ディベートに使

われる表現 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・グループワークで、互

いに協力しながらディベ

ートのすすめ方・議論の

深め方を学ぶ。 

・自分たちの主張の理由

や相手の主張への反論な

どを通じて論理的な思考

や説明・反論の方法を学

ぶ。 

・議論を整理し、円滑に

すすめる姿勢を持つ 

・モデルディベート

を見聞きし、その

構成を学んだ後、

グループでディベ

ートではどのよう

な展開をして議論

をすすめるか考え

る。 

・積極的に議論に参

加することができ

る。 

・相手サイドの意見

を積極的に聞き、

それを理解・分析

しようとする姿勢

を示すことができ

る。 

・グループのメンバ

ーを評価し、アド

バイスできる。 

・グループワ

ーク等での

言語活動の

観察 

・グループワ

ーク等でメ

モした内容 

「外国語表現の能力」 

・自分の意見が相手に理

解されるように明確に理

解される表現を使う。 

・説得力のある理由や具 

体例を相手が理解でき 

る表現を用いて示す。 

・ディベートに用いられ 

る英語表現を学ぶ。 

・アイコンタクト、

声、発音、姿勢や

話す速度などに注

意しながら意見を

示す。 

・自サイドの具体例

や理由を示す英語

や、相手チーム問

題点を指摘・説明

する英語表現を学

ぶ。 

・アイコンタクト、

声、発音、姿勢・

話す速度など聞き

手の理解に注意し

て話している。 

・簡潔な表現で理由

や具体例を示して

いる。 

・グループワ

ーク等での

言語活動の

観察 

 

「外国語理解の能力」 

・他の参加者の意見や提

示された具体例や資料を

理解でき、さらにその問

題点を理解し、追及でき

る。 

・相手サイドの意見

や資料を理解し、

その問題点を指摘

しつつ反論の意見

を述べる。 

・相手サイドの意見

や資料を分析し、

問題点に関わる事

項について質問を

する。 

・相手サイドの意見

や資料を理解し、 

 その問題点をピッ

クアップできる。 

・自サイドのメンバ

ーと十分コミュニ

ケーションが取れ

る。 

・グループワ

ーク等での

言語活動の

観察 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・constructive, rebuttal,  

Summary の各段階の 

Speech を実際に行うこ 

とで論理的な思考や説 

得力を持たせた英語を 

作成する知識を身につ 

ける。 

 

・教科書の Check

に沿って、英語に

よるディベートの

流れを理解する。 

 

・ディベートの流れ

やルールを理解し

それに基づいて活

動している。 

 

 

・グループワ

ーク等での

言語活動の

観察 

・グループワ

ーク等でメ

モした内容 


